
東邦大学医療センター大森病院臨床研修プログラム 

心療内科専門研修コース（大森）  

 
募集定員                             
若干名 
 
コースの特徴                           
心療内科レジデントは、専門家としての心療内科医を目指す課程です。様々な臨床現場で、心身医療の

一般性と専門性を柔軟に応用し、心身相関が問題となる様々な病態に対応でき、がん患者への心理的ア

プローチなど全人的な医療が実践できる医師となることを目的とします。 
レジデントの期間は５年間とし、大学病院及び教育関連病院にて、内科領域、精神科領域の心身医療研

修を行います。後期研修は、心身医学の一般性について理解し、心身医学的アプローチを加味した診療

を実践できること、心身医学の専門領域を理解し、総合医学的な視点から心身医学的診断および治療を

実践できることを目標としています。心療内科を専攻した場合、日本心身医学会専門医および日本心療

内科学会登録医・専門医を取得することができます。（内科専門医取得後に心療内科領域の専門医を取

得するように現在のところ改訂が予定されておりますが、詳細はまだ決定しておりません。）入局者に

おいて心身医学会専門医の受験資格を有する者は、すべて資格を取得しています。 
また、学会・研究会の発表参加も積極的に行っております。厚生労働省の摂食障害研究班や片頭痛研究

班の分担研究者も在籍しており、臨床医の育成のみならず、研究者としての研鑽も行っております。大

学院希望者についても積極的に受け入れています。研究テーマやカリキュラムについては、できる限り

希望に沿うようにします。海外留学についても希望者に対しては、積極的に相談に応じています。 
 
プログラム指導責任者 
端詰 勝敬 
 
研修カリキュラム 
研修目標  

1. 心身医療の理念を理解し、自らの医療において実践することができる。  
2. 患者に対して身体的心理的社会的側面を考慮した病歴をとることができる。  
3. 問題解決のための診断計画を身体的心理的社会的側面から立てることができる。  
4. 狭義の心身症の定義を正しく述べることができる。  
5. 心身症と精神疾患の鑑別がある程度できる。（専門家に相談できる。）  
6. 心療内科と精神科の相違点や類似点を理解し、病態に応じた診療施設の選択が行える。  
7. 心理的介入の意味を理解し、心理テストや心理療法の適応と限界性が認識できる。  
8. 内科、精神科にみられる心身症の治療計画を立てることができる。  
9. 向精神薬の作用機序や副作用を理解し、一般科に必要な範囲での使用ができる。  
10. 内科など一般科を受診するうつ状態患者を見分けることができる。  
11. 不安発作（ことにパニック発作、過換気発作）への対応が適切に行える。  
12. 自律訓練法、バイオフィードバック療法などの非薬物療法を行うことができる。  
13. がん患者への心理的アプローチを含めたリエゾンコンサルテーションを適切に行うことができ



る。  
 
１年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 心療内科 
研修期間 
1 年 
習得内容 
心身医学的な問診、自律神経機能検査、一般心理療法、画像診断（神経系）、総合的な臨床検査の応用、

心身医学、心身症の概念、心身相関の精神生理学、心療内科における内科研修 
 
２～３年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 心療内科または総合診療科 
研修期間 
2 年 
習得内容 
 循環器・呼吸器・消化器・神経・婦人科系心身症、心身医学的診断および治療計画、内科領域全般に

おける初期対応、治療法   
上記について bio-psycho-socio モデルに基づいて全人的医療を実践できるようになることを目標とす

る 
 
４年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 心療内科 
研修期間 
1 年 
習得内容 
チーム医療、身体表現性障害、不安障害、摂食障害、感情障害、認知行動療法 
 
５年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 心療内科 
研修期間 
1 年 
習得内容 
リエゾンコンサルテーション、エンドオブライフケア、緩和ケア、臨床研究や指導医としての経験を積

む。 
 
専門医の取得  



 
週間予定 
外来： 
週半日再診患者の担当を受け持ちます。（卒後４年目以降） 
週３回程度新患の病歴聴取及び指導医の診察を見学します。 
病棟： 
２～４名の症例の主治医として、治療を担当するが、基本的にはグループ制をとり、複数の医師が同一

症例を担当することもあります。研修生１名につき上級医１名（グループリーダー）がつき、さらにグ

ループ長により監督されます。 
特殊療法： 
自律訓練法、バイオフィ－ドバック法、集団認知行動療法などの特殊療法の指導を受け、治療を担当し

ます。毎週水曜日に症例検討会、抄読会、教授回診、グループカンファレンスを行います。 
その他、各種カンファレンス・勉強会などがあります。 
 
教育関連病院・施設 
教育関連施設         診療科      指導責任者 
聖路加国際病院        心療内科     太田 大介 
横浜相原病院         心療内科     吉田 勝明 
武田病院           心療内科     山崎 公子 
三郷中央総合病院       内科・心療内科  鈴木  智 
中部労災病院         心療内科     芦原  睦 
 
コースの実績 
入局者において心身医学会専門医の受験資格を有する者は、すべて資格を取得しています。 
 
コースの指導状況 
学会・研究会の発表参加も積極的に行っております。厚生労働省の摂食障害研究班や片頭痛研究班の分

担研究者も在籍しており、臨床医の育成のみならず、研究者としての研鑽も行っております。 
 
学位・大学院と海外留学について 
大学院希望者を積極的に受け入れています。研究テーマやカリキュラムについては、できる限り希望に

沿うようにします。また海外留学についても希望者に対しては、積極的に相談に応じています。 
 
評価及び修了認定 
５月に年間目標を指導医と共にたてます。プログラム指導責任者と管理運営責任者が、その目標がどの

くらい達成できたか年２回評価を行い、個人の適性を考慮した上でプログラムの修正、工夫を行います。 
日本心身医学会専門医を所得することを後期修了認定とし、７年目修了時点で研修プログラムを達成さ

れたかを指導責任者が評価し修了認定を行います。 
 
 



 
認定医・専門医の取得等 
（下記については日本内科学会内科専門医取得後に受験資格が得られるように改訂が予定されており

ますが詳細はまだ決定していないため、現時点でのものを記載させて頂いております） 

学会等名 日本心身医学会 

資格名 日本心身医学会専門医 

資格要件 

日本心身医学会専門医は医師歴 6年以上、学会会員歴 6年以上が取得条件になります。

そのため最短では、卒後６年目に試験受験資格が得られます。 
詳しくは日本心身医学会ホームページをご覧ください。 
http://www.shinshin-igaku.com/  

専門資格の概要 

心療内科を専攻した場合、日本心身医学会専門医を所得することができます。我々の科では６～８年目

に日本心身医学会専門医を所得するプログラムになっています。また、日本心身医学専門医は内科認定

医を含めた基本領域学会の専門医を取得することが必要となります。現在、当科研修においても内科認

定医を所得できる研修プログラムとしております。 

 

学会等名 日本心療内科学会 

資格名 日本心療内科学会専門医 

資格要件 

日本心療内科学会専門医は学会会員歴３年以上で申請資格が得られる日本心療内

科学会登録医を取得し、内科学会認定医を取得することが条件になります。そのた

め最短では卒後５年目に試験受験資格が得られます。 
なお詳しくは日本心療内科学会ホームページをご覧ください。 
http://www.jspim.org/  

専門資格の概要 

心療内科を専攻した場合、日本心療内科学会専門医を所得することができます。我々の科では５～７年

目に日本心療内科学会専門医を所得するプログラムになっています。なお、日本心療内科学会専門医は、

内科認定医を所得することが義務づけられております。当科研修においても内科認定医を所得できる研

修プログラムをご用意しております。 

 

http://www.shinshin-igaku.com/
http://www.jspim.org/

